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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】医療用超音波診断装置を用い、血管留置針やブ
ロック針の長軸断面を容易に描出する装置を提供する。
【解決手段】医療用超音波診断装置のプローブに直線を
描くレーザー照射装置１０を取り付け、超音波プローブ
側面正中線上かつ超音波プローブ側面の正中を結ぶ延長
線上にレーザー照射によって描かれる直線を重ねるよう
にセットする。針の刺入位置は超音波プローブ側面の正
中線上でプローブに近いところである。レーザーで描く
細い直線上に針の柄が重なるように針を刺入すると、針
の長軸断面を描出することができる仕組みである。レー
ザーで描く細い直線に針の柄が重なるように刺入するこ
とで針の長軸像を描出する技術が向上することを特徴と
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
直線を描くレーザー装置１０を超音波プローブに装着して、針の長軸断面の超音波画像描
出の技術が向上する装置。
【請求項２】
超音波走査面と重なり合うレーザー光の直線を得るために、請求項１に記載の直線を描く
レーザー照射装置１０をプローブ側面の正中線上２４に設置し、かつレーザーにより描か
れる直線１６をプローベ側面の正中線上２４と超音波プローブの両方の側面の正中線と皮
膚が接する点２６を結ぶ延長線上２８に重ねる方法。
【請求項３】
請求項２の方法でセッティングしたレーザー光の直線１６と針１８を重ねながら刺入する
ことで針の長軸断面の超音波画像描出の技術が向上することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は医療用超音波画像描出において、医療用針の長軸断面を描出しやすくするため
の方法および装置である。
【背景技術】
【０００２】
従来、医療用超音波装置を用いて医療用針の長軸断面を描出するガイドはプローブに固定
するアタッチメントタイプであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１２０５５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
これは次のような欠点があった
（ａ）　固定式のガイドは角度が段階的固定されており、任意で針の刺入角度を調節でき
なかった。
（ｂ）　生検などの血管留置針などカニュレーションする場合は利用できない。
（ｃ）　超音波画像上で長い針の長軸断面を描出することは技術的に困難である。
というのは超音波装置の走査面に対し平行に重なるように針を刺入する必要がある。図４
参照。走査面は無数のエコービームのから構成されている。針の長軸断面増を描出するに
は無数のエコービームのベクトル２２が針１８と交わる必要がある。超音波プローブをわ
ずかに傾けても、針の刺入方向がねじれの位置になったり走査面から外れたりし、描出が
できなくなる。
本発明は以上のような欠点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
直線を描くレーザー照射装置を超音波プローブの側面正中線上２４に設置する。直線を描
くレーザー照射装置より照射され描出された直線１６をプローベ側面の正中線２４上に合
わせ、かつ超音波プローブの両方の側面の正中線と皮膚と接する点２６を結ぶ線の延長線
２８上に重ね合わせる。超音波プローブの両方の側面の正中線と皮膚と接する点を結ぶ線
は超音波の走査面２０と平行に重なり、超音波プローブ側面の正中線２４もまた超音波走
査面２０に平行に重なる。ゆえにレーザーよって描かれる直線は超音波走査面２０に重な
る。図３、図４参照。
【０００６】
レーザーが描く約１ｍｍ程度の直線上に針１８の柄が重なるように皮膚を刺入すると、針
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の刺入方向は超音波走査面２０に重なり、針の長軸断面を超音波画像で描出できる仕組み
である。
【０００７】
本発明の方法により針の長軸断面を描出する技術が向上する。さまざまな刺入角度であっ
ても針の長軸断面を描出する技術が向上する。
【発明の効果】
【０００８】
超音波プローブを左右に傾けても、医療用超音波診断装置の走査面とレーザー照射による
直線は重なるので、レーザーで描く直線に針の柄が重なるように針を刺入すると、針の長
軸断面を描出する技術が向上する。超音波プローブの傾きによらず、針の長軸断面を描出
する技術が向上する。この方法および装置は動脈および静脈のカニュレーションに使う留
置針でも利用できる。様々な刺入角度でも針の長軸断面を描出できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明をプローブ側面に設置した正面図である。
【図２】本発明をプローブ側面に設置した側面図である。
【図３】本発明のレーザー照射時の図である。
【図４】超音波画像で針の長軸断面を描くためには超音波走査面上に針を進める、つまり
は針をエコービームと交わりながら進めてゆく必要性を示したベクトル図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
以下、本発明を実施するための形態について説明する。
箱１２に直線レーザー光発射装置１０を設ける。直線を描くレーザー照射装置は超音波プ
ローベ側面の正中線に設置する。図１、図２参照。
【００１１】
これを使用するときは、レーザーで描かれた直線がプローベ側面の正中上に重なるように
、かつ、超音波プローブの両方の側面の正中線と皮膚と接する点２６を結ぶ線の延長線２
８上に重なり合うように調節しておく。針の刺入はプローブと直線にレーザー光の交点付
近から刺入する。針の柄を直線レーザー光に重ねながら針を進めてゆく。図３参照。
【００１２】
　これは動脈カニュレーション、静脈カニュレーション、中心静脈カニュレーション、神
経ブロックなど、針の長軸断面描出する必要がある手技において、針の長軸断面を描出す
る技術が向上する。
【符号の説明】
【００１３】
１０…直線を描くレーザー照射装置、１２…ボックス、１４…超音波プローブ正面、１５
…超音波プローブ側面、１６…レーザー光で描かれた直線、１８…医療用の針、２０…超
音波走査面、２２…コービームのベクトル、２４…超音波プローブの側面の正中線、２６
…プローブ側面の正中線上と皮膚の接点、２８…プローブ側面の正中線上と皮膚の接点を
結んだ線の延長線、３０…針とエコービームの交点　３２…皮膚
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